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歴
史
は
時
間
を
基
軸
に
し
て
進
行
し
て
い
く

が
、
そ
れ
は
平
坦
に
進
行
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

所
々
で
社
会
に
影
戦
を
も
た
ら
す
重
要
な
事
件

が
発
生
し
、
そ
れ
が
以
後
の
歴
史
に
も
影
樅
を

も
た
ら
す
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
科
学
技
術
に

つ
い
て
も
同
様
で
、
次
々
と
発
明
や
発
見
は
登

場
す
る
が
、
一
部
は
人
間
社
会
だ
け
で
は
な
く

自
然
環
境
に
も
重
大
か
つ
長
期
の
影
密
を
も
た

ら
す
も
の
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
舞
台

と
な
っ
た
場
所
を
紹
介
す
る
。

ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の

「
エ

ジ
プ
ト
は
ナ
イ
ル
の
賜
物
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
世
界
最
長
の
大
河
ナ
イ
ル
は
ア
フ
リ
カ
大

陸
中
央
に
あ
る
世
界
第
三
の
面
積
の
湖
水
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
を
水
源
と
し
、
北
側
へ
六
六
五

0
キ

口
流
下
し
て
地
中
海
に
到
達
す
る
。
下
流
の
エ

ジ
プ
ト
で
の
流
星
は
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

最
大
と
な
っ
て
氾
濫
す
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の

期
間
に
は
水
位
は
大
幅
に
低
下
し
、
年
毎
に
洪

水
の
時
期
も
水
星
も
変
化
し
て
い
た
。

ナ
イ
ル
の
下
流
地
域
に
発
達
し
た
古
代
エ
ジ

プ
ト
で
は
河
川
の
水
位
の
上
下
は
農
業
に
関
係

す
る
情
報
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
物
の
収

穫
を
予
測
し
て
納
税
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
で
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
国
家
の
政
情

図1ナイロメーター（エレファンティネ島）

を
左
右
す
る
情
報
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
古
代
か

ら
上
流
に
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
名
付
け
ら
れ
石

造
の
立
派
な
観
測
施
設
を
何
箇
所
か
に
建
設
し

て
水
位
の
変
化
を
観
測
し
、
洪
水
の
予
測
を
下

流
に
伝
達
し
て
い
た

（図
1
)。

し
か
し
二
十
世
紀
に
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
が
不

要
に
な
る
巨
大
事
業
が
実
現
し
た
。
一

九
五

二

年
に
開
始
さ
れ
た
ナ
イ
ル
の
河
口
か
ら
九

0
0

キ
ロ
上
流
の
ア
ス
ワ
ン
に
巨
大
な
ダ
ム
を
建
設

す
る
事
業
で
あ
る
。
第
二
次
中
東
戦
争
で
一
旦

中
断
し
た
が
、
一
九
六

0
年
に
再
開
さ
れ
、

一

0
年
後
に
貯
水
容
塁
が
世
界
三
位
の
ア
ス
ワ
ン

・
ハ
イ
ダ
ム
が
実
現
し
て
下
流
の
ナ
イ
ル
の
流

塁
は
安
定
し
、
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
古
代
エ
ジ
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ピ
サ
の
斜
塔

イ
タ
リ
ア
半
島
北
部
の
西
側
に
人
ロ
一

0
万

人
弱
の
ピ
サ
と
い
う
都
市
が
あ
る
。
都
心
に
聖

堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
鐘
楼
と
し
て
建
設
さ
れ

た
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
ビ
サ
の
斜
塔
が
存
在
す

る
。

一
＿
七
三
年
か
ら
建
設
が
開
始
さ
れ
た
が

軟
弱
な
地
盤
の
た
め
工
事
の
途
中
か
ら
傾
斜
し

は
じ
め
た
。
し
か
し
工
事
は
続
行
さ
れ
、
二
〇

0
年
後
の
ニ
―
＿
七
二
年
に
五

・
五
度

（現
在
は

修
正
さ
れ
四

・
O
度
）
傾
斜
し
た
高
さ
五
六
メ

ー
ト
ル
の
高
塔
が
完
成
し
た
（
図
2
)
。

完
成
か
ら
ニ
ニ

0
年
が
経
過
し
た
一
五
九
二

年
、
こ
の
鐘
楼
を
有
名
に
す
る
実
験
が
実
施
さ

れ
た
。
ピ
サ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ガ
リ
レ
オ

・

プ
ト
の
技
術
を
象
徴
す
る
遺
跡
と
な
っ
た
。

一
六
六
四
年
の
年
末
に
ロ
ン
ド
ン
上
空
に
彗

星
が
登
場
す
る
と
い
う
凶
兆
が
出
現
し
、
実
際

に
翌
年
か
ら
ペ

ス
ト
が
流
行
し
た
。
多
数
の
市

民
が
郊
外
に
疎
開
し
、
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
て

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
進
学
し
た
ば
か
り
の

ア

イ
ザ

ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
大
学
が
閉
鎖
さ
れ

た
の
で
、

ロ
ン
ド
ン
北
方
一

四
0
キ
ロ
に
あ
る

故
郷
の
ウ
ー
ル
ス
ソ
ー
プ
の
生
家
に
疎
開
し
た

ウ
ー
ル
ス
ソ
ー
プ

ガ
リ
レ
イ
が
斜
塔
の
上
部
か
ら
重
量
の
相
違
す

る
二
個
の
球
体
を
同
時
に
手
放
し
、
二
個
が
同

時
に
地
上
に
到
達
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
真

空
状
態
で
は
な
い
の
で
、
厳
密
に
は
空
気
抵
抗

の
影
梱
で
球
体
の
大
小
に
よ
っ
て
落
下
時
間
は

相
違
す
る
が
、
五

0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
距
離
で

は
差
異
は
問
題
に
な
ら
な
か

っ
た
。

紀
元
前
四
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
学
者
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
著
書

『自
然
学
』
で
、
同

一

の
媒
体
の
空
間
で
は
重
塁
が
大
き
い
ほ
ど
高
速

で
落
下
す
る
と
説
明
し
、
ま
た

『天
体
論
』
で

も
重
量
が
二
倍
の
物
体
は
二
倍
の
速
度
で
移
動

す
る
、
す
な
わ
ち
落
下
速
度
は
物
質
の
質
量
に

比
例
す
る
と
記
述
し
て
お
り
、
ガ
リ
レ
イ
の
時

代
で
も
大
半
の
学
者
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
意

見
を
信
奉
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
発
見
は
一
種

の
革
命
で
あ
っ
た
。

図3ウールスソープにあるリンゴの樹木

が
、
前
年
に
奨
学
資
金
を
獲
得
し
て
い
た
の
で

研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
で
様
々
な
研
究
を
す
る
が
、
最
大
の
成

果
は
万
有
引
力
の
法
則
を
発
想
し
た
こ
と
で
あ

る
。

そ
の
逸
話
は
ウ
ー

ル
ス
ソ
—
プ
で
ニ
ュ
ー

ト
ン
と
出
会
っ
て
い
た
友
人
の

w
．
ス
テ

ュ
ー

ク
リ
が
記
録
し
て
い
る
が

、

ニ
ュ
—
ト
ン
は

庭

園
の
リ
ン
ゴ
の
樹
木
か
ら
果
実
が
落
下
す
る
様

子
を
観
察
し
、
い
つ
も
リ
ン
ゴ
の
果
実
が
真
下

に
落
下
す
る
の
は
地
球
の
中
心
に
あ
る
引
力
に
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パ
リ
の
中
心
の
セ
ー
ヌ
川
近
く
に
、
作
家
の

＞
・
ユ

ー
ゴ
ー
、
学
者
の

M
・
キ
ュ

リ
ー
、
作

家
の

A
・
マ
ル
ロ
ー
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の
偉
人
が

埋
葬
さ
れ
て
い
る
バ
ン
テ
オ
ン
と
い
う
壮
大
な

建
物
が
あ
る
が
、
そ
の
中
心
の
巨
大
な
円
形
の

ド

ー
ム
の
天
井
か
ら
長
さ
六
七
メ
—

ト
ル
の
振

子
が
垂
下
し
、
ゆ
っ
た
り
と
往
復
し
な
が
ら
回

転
し
て
い
る

（図

4
)。
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン

ス
の
学
者
レ
オ
ン
・
フ
ー
コ
ー
が

一
八
五
一
年

に
発
明
し
た
フ
ー
コ
ー
の
振
子
で
あ
る
。

こ
の
発
明
は
劇
的
で
、
一
八
五
一

年
二
月
に

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
隣
接
す
る
パ

リ
天

文
台
内
で
天
文
台
長
F
・
ア
ラ
ゴ
ー
と
太
陽
熱

バ
ン
テ
オ
ン

吸
引
さ
れ
る
か
ら
だ
と
発
想
し
、

に
法
則
に
到
達
し
た
（
図

3
)。

ペ
ス
ト
が
終
息
し
て

一
六
六
九
年
に
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
教
授
と
な
り
、

『自
然
哲
学
の
数

学
的
諸
原
理

（プ
リ
ン
キ
ピ
ア
）』
「光
学
』
な

ど
数
多
く
の
名
著
を
執
筆
し
、
一
六
八
八
年
に

は
下
院
議
員
、
一
六
九
九
年
に
は
王
立
造
幣
局

長
官
に
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
、
晩
年
に
は

大
金
を
株
式
に
投
資
し
て
大
損
し
、
「
天
体
の

行
動
は
計
算
で
き
る
が
、
人
々
の
狂
乱
の
行
動

は
計
算
で
き
な
い
」
と
述
懐
し
、
一
七
二
七
年

に
八
五
歳
で
死
亡
し
た
。

一
六
六
五
年

羹
を
測
定
し
た
業
績
の
あ
る

H
・
ポ
ワ
レ
が
立

会
い
、
長
さ
―
―
メ
ー
ト
ル
の
振
子
で
実
験
を

し
た
。
そ
こ
に
出
現
し
た
の
は
驚
嘆
す
る
現
象

で
、
時
間
と
と
も
に
振
子
が
往
復
す
る
平
面
が

右
回
り
で
回
転
し
て
い

っ
た
。
こ
の
結
果
は
新

聞
に
報
道
さ
れ
、
地
球
の
自
転
を
目
撃
で
き
る

と
話
題
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
翌
月
に
ル
イ

・
ナ
ポ
レ
オ
ン
大

統
領
の
命
令
に
よ

っ
て
パ
ン
テ
オ
ン
の
ド
ー
ム

で
実
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
八
五
五
年
開
催

の
バ

リ
万
国
博
覧
会
で
も
公
開
実
験
が
実
施
さ

れ
た
。
振
子
の
一
周
す
る
時
間
は
緯
度
に
よ

っ

て
変
化
し
、
北
半
球
で
は
右
回
り
、
南
半
球
で

は
左
回
り
に
回
転
し
、
赤
道
上
で
は
回
転
し
な

い
。
こ
れ
は
地
球
の
自
転
の
影
響
に
よ
る
現
象

で
あ
り
、
回
転
速
度
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
そ
の

地
点
の
緯
度
を
計
算
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

キ
テ
ィ
ホ
ー
ク

鳥
類
の
よ
う
に
空
中
を
飛
翔
し
た
い
と
い
う

人
類
の
願
望
は
古
代
か
ら
存
在
し
、
世
界
各
地

の
民
話
に
も
登
場
す
る
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う

に
動
力
装
置
の
な
い
機
械
で
飛
翔
す
る
技
術
は

一
八
九

0
年
代
に

O・

リ
リ
エ
ン
タ
ー
ル
が
実

験
し
て
い
る
が
、
動
力
装
置
に
よ

っ
て
自
力
で

離
陸
と
鶴
陸
が
で
き
る
飛
行
機
を
開
発
し
た
の

は
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ン
で
自
転

車
店
を
経
営
し
て
い
た
ウ
ィ
ル
バ
ー
・
ラ
イ
ト

と
オ
ー
ヴ
ィ
ル
・
ラ
イ
ト
の
兄
弟
で
あ
る
。

二
人
は

一
八
九
九
年
頃
か
ら
リ
リ
エ
ン
タ
ー

ル
の
実
験
な
ど
を
研
究
し
、
多
数
の
翼
を
作
成

し
て
風
洞
実
験
を
し
、
飛
翔
に
最
適
な
翼
を
開

発
し
た
。
プ
ロ
ペ

ラ
を
回
転
さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン

は
仕
様
を
指
定
し
て

一
0
社
に
打
診
し
た
が
対

応
す
る
会
社
が
な
く
、

一
九

0
三
年
二
月
に
自

作
し
た
。
そ
し
て
複
葉
で
―
二
馬
力
の
水
冷
式

四
気
筒
エ
ン
ジ
ン
で
二
枚
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
駆
動

す
る
全
長
六
•

四
メ
ー
ト

ル
、
全
幅
―
ニ

・

三

メ
ー
ト
ル
の
木
製
の
機
体
を
製
作
し
た
。

一
九

0
三
年
十
二
月
十
七
日
に
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
の
大
西
洋
岸
の
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
郊
外
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こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
五
例
は
人
類
に
便
益
を

で
最
初
は
弟
の
オ
ー
ヴ
ィ
ル
が
操
縦
し
て
＿
二

秒
間
で
三
七
メ
ー
ト
ル
を
飛
行
、
四
回
目
に
兄

の
ウ
ィ
ル
バ
ー
が
操
縦
し
て
五
九
秒
間
で
二
六

0
メ
ー
ト
ル
の
飛
行
に
成
功
し
た

（図

5
)
。

し
か
し
兄
弟
は
実
験
を
秘
密
に
し
た
た
め
世
間

に
は
周
知
せ
ず
、
公
開
飛
行
は
一
九

0
八
年
に

フ
ラ
ン
ス
の
ル
・
マ
ン
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ

で
は
翌
年
に
ニ
ュ
—
ヨ
ー
ク
で
実
施
さ
れ
た
。

ト
リ
ニ
テ
ィ
実
験 二＼＼

__ , .. ~-・ーニ—.,,....~

. -~ ~、---
▲
 -. ~ -=-- _-

図5ライト兄弟による最初の飛行

も
た
ら
し
た
科
学
の
成
果
で
あ
る
が
、
不
幸
を

も
た
ら
し
た
成
果
の
記
録
さ
れ
て
い
る
場
所
を

最
後
に
紹
介
す
る
。
二
0
二
三
年
に
ア
メ
リ
カ

映
画

『オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
J

が
公
開
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
対
日
戦
争
の
た
め
開
発
し
た
原
子

爆
弾
の
開
発
経
緯
を
、
そ
の
開
発
を
指
揮
し
た

口
パ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
を
主
役
に
し

て
紹
介
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
日
本
に
と
っ
て

は
重
要
な
関
係
の
あ
る
内
容
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
一
九
三
九
年
か
ら
原
子
燒
弾
の
開

発
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
ア

メ
リ
カ
は
一
九
四
二
年
に

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
計
画

を
立
案
し
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ロ
ス
ア
ラ
モ

ス
に
研
究
施
設
を
開
設
し
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ

ー
を
所
長
に
、

E
・
フ
ェ
ル
ミ
、

J

．
フ
ォ
ン

・
ノ
イ
マ
ン
、

E
・
テ
ラ
ー
な
ど
の
著
名
な
学

者
の
協
力
に
よ
り
研
究
を
開
始
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
脳
力
を
結
集
し
た
結
果
、
一
九
四
五
年
に

は
最
初
の
原
子
爆
弾
が
完
成
し
た
。

そ
の
実
験
を
す
る
場
所
と
し
て
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
州
ソ
コ
ロ
が
選
定
さ
れ
、
高
さ
三

0
メ
ー

ト
ル
の
鉄
塔
の
上
部
に
「
ガ
ジ
ェ

ッ
ト

（目
新

し
い
道
具
）
」
と
名
付
け
ら
れ
た
原
子
爆
弾
が

設
置
さ
れ
、
七
月
十
六
日
の
午
前
五
時
三

0
分

に
爆
発
が
実
施
さ
れ
成
功
し
、
広
島
と
長
崎
に

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
実
験
は
ト
リ
ニ
テ
ィ
実
験
と
名
付
け
ら
れ
て

爆
心
の
位
覆
に
巨
大
な
石
塔
が
建
造
さ
れ
、
現

在
で
は
観
光
名
所
に
な

っ
て
い
る
（
図
6
)
。

科
学
や
技
術
の
成
果
の
大
半
は
国
力
を
反
映

し
て
い
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
は
世
界
の
四
大
文

明
の
代
表
で
あ
り
、
ニ
ュ
—
ト
ン
が
活
躍
し
た

時
代
の
イ
ギ
リ
ス
は
王
政
復
古
に
よ
り
大
国
に

発
展
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
原
子

爆
弾
は
世
界
の
中
心
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ

カ
ヘ
移
行
す
る
時
期
に
開
発
さ
れ
た
。
日
本
は

人
口
も
経
済
も
頂
点
を
通
過
し
た
時
期
で
は
あ

る
が
、
科
学
や
技
術
の
成
果
で
国
力
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

図6トリニティ実験場の石碑
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